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１ 学力調査実施の概要 

 

（１）調査の趣旨 

    本市児童生徒の学力の実態を把握するとともに、課題を明らかにして学習指導の 

   改善を図ることにより、確かな学力を育成する。 

 

 （２）調査対象 

    小学校 第２～６学年 

    中学校 第１～２学年 

 

 （３）調査実施日 

    小学校 : 令和４年１２月２０日（火） 

    中学校 : 令和５年 １月１２日（木） 

 

（４）調査教科及び調査時間 

    小学校：第２～６学年  国語（４０分）、算数（４０分） 

    中学校：第１～２学年  国語（４５分）、数学（４５分）、英語（４５分） 

※出題範囲は、当該学年で学習した内容 

   

（５）使用検査紙 

    「標準学力調査」（東京書籍株式会社） 

 

 （６）調査人数 

 

 

 
 

 

国 語 算数・数学 英 語 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

小学校 8523 94.9 8528 94.9 ― ― 

中学校 3291 90.8 3285 90.6 3286 90.6 

 

合  計 

 

11814 93.7 11813 93.7 3286 90.6 

 



２　学力調査結果の概要

（１）小学校（上尾市全体）

　ア　各学年の平均正答率 ［％］

上尾市 全国 上尾市 全国 上尾市 全国 上尾市 全国 上尾市 全国 上尾市 全国

国語 72.7 75.1 78.8 82.0 72.6 74.4 69.4 72.0 73.7 72.7 69.2 74.5

算数 64.2 68.2 67.4 70.0 68.9 71.1 63.7 68.3 59.7 60.0 61.1 71.6

　イ　教科ごとの平均正答率［％］

上尾市 全国 上尾市 全国

全体 72.7 75.1 64.2 68.2

２年 78.8 82.0 67.4 70.0

３年 72.6 74.4 68.9 71.1

４年 69.4 72.0 63.7 68.3

５年 73.7 72.7 59.7 60.0

６年 69.2 74.5 61.1 71.6

４年 ５年 ６年
令和４年度

令和４年度
国語 算数

全体 ２年 ３年
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（２）中学校（上尾市全体）

　ア　各学年の平均正答率 ［％］

上尾市 全国 上尾市 全国 上尾市 全国

国語 64.5 63.7 62.1 59.0 66.8 68.5

数学 54.4 50.7 57.8 50.9 51.1 50.5

英語 57.8 52.8 58.5 51.4 57.2 54.2

　イ　教科ごとの平均正答率 ［％］

上尾市 全国 上尾市 全国 上尾市 全国

全体 64.5 63.7 54.4 50.7 57.8 52.8

１年 62.1 59.0 57.8 50.9 58.5 51.4

２年 66.8 51.1 57.2 68.5 50.5 54.2

令和４年度
国語 数学 英語

全体 １年 ２年
令和４年度
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３　問題の内容別調査結果の概要
（１）小学校

　ア　第２学年

【国語】

【算数】

　相手に伝わるように、事柄の順序を考えて話すことに課題がある。相手に
伝わるようにするためには、聞き手を意識することが重要となる。また、順
序よく考えることで、自分の伝えたいことを表現することができることを実
感させ、工夫して話そうとする態度につなげていくことが大切である。

　１０をもとにして、（何十）＋（何十）の計算をすることに課題がある。
指導に当たっては、計算の仕方を形式的に理解するのではなく、１０のまと
まりに着目することで、既習の計算方法を基にして求めることができること
を理解することが重要である。
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　イ　第３学年

【国語】

【算数】

　情報と情報との関係について理解し、考えとそれを支える事例との関係を
明確にして書くことに課題がある。指導に当たっては、「話すこと・聞くこ
と」、「書くこと」、「読むこと」の指導と関連付けながら、考えと理由や
事例との関係を明確にしていくことが重要である。

　根拠をもとに自分の考えを説明する問題に誤答や無回答が多い。問題解決
をする際には、自分の解法の根拠になっている考えを説明できるようにする
ことが重要である。コンパス等の道具の扱いについては、道具の特徴を理解
し、使い方のみの指導にならないようにする。
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　ウ　第４学年

【国語】

【算数】

　示された考えをもとに、数の相対的な大きさを使って、小数の加法を整数
の加法に直して処理する方法を説明することに課題がある。数の相対的な大
きさについては、数を構成する単位に着目して、その幾つ分とみる見方がで
きるようにすることが重要である。

　内容の中心を明確にし、事実と自分の考えを書くことに課題がある。事実
と自分の考えの違いを明確にするためには、「なぜなら～」、「例えば～」
などの表現を使って、自分の考えと、それを支える理由や事例としての事実
との関係を明確にして書くことが重要である。
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　エ　第５学年

【国語】

【算数】

　単位量あたりの大きさについて、問題場面を表す式や、その計算結果につ
いて説明することに課題がある。式の意味を理解するためには、具体的な場
面や数直線などの図と式を関連付けながら理解することが重要である。ま
た、計算結果について、問題場面の条件を基に、何を基準量とし、何を比較
量とするかなどを筋道立てて考えられるようにすることが重要である。

　連用修飾語についての理解に課題がある。指導に当たっては、文を構成し
ている語句に着目させ、「何を」や「いつ・どこで・どのように」に当たる
語句と、「～する」に当たる語句とを明確にさせた上で、文の中での語句と
語句の係り方について理解させていくことが重要である。

7



　オ　第６学年

【国語】

【算数】

　等しい比や比の値について理解することに課題がある。指導に当たって
は、具体的な場面と関連付けながら、数量の関係を比で表したり、等しい比
をつくったりする活動を通して、比の意味や表し方を理解させることが重要
である。

　情報と情報との関係について理解し、文章の情報を整理することに課題が
ある。指導に当たっては、思考ツールなどの図を活用し、複雑な情報を分類
したり、別々の要素ごとにまとめたりするなどの活動を通して、情報と情報
との関連付けの仕方について理解することが重要である。
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（２）中学校

　ア　第１学年

【国語】

【数学】

　話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめ
ることに課題がある。話題や展開を捉えながら話し合うためには、「何につ
いて」、「どのような目的で話し合っているのか」といったことを意識する
ことが重要である。また、互いの考えを結び付けて考えをまとめることにつ
いては、他教科等でも意識的に取り組むことが重要である。

　文字式において問題場面の数量の関係を文字を使って表したり、文字を
使って表した式について説明することに課題がある。文字式の指導に当たっ
ては、数量やその関係を簡潔・明瞭かつ一般的に表すことができるといった
特徴を理解させるとともに、具体的な場面と関連付けながら、式の意味や立
式の根拠について説明できるようにすることが重要である。
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【英語】

　イ　第２学年

【国語】

　小学校で学習した漢字を正しく書くことや、文章全体の中における段落の
役割について捉えることに課題がある。漢字の定着については、他教科や生
活の中で意識的に使うことが重要である。また、段落の役割については、文
章全体の中で、段落が書き手の考えを伝える上で、どのような効果をもたら
しているかを理解することが重要である。

　対話の流れに合った英文を、相手に伝わるように書くことに課題がある。
指導に当たっては、英語の書き方の規則や語順を意識させるとともに、生徒
一人一人の習熟度に応じて、ヒントを示したり、誤りの修正を行ったりする
ことが大切である。
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【数学】

【英語】

　与えられた文章問題に対して、適切な連立方程式を立式することに課題が
ある。指導に当たっては、時間の関係や長さの関係など、ある特定の量に着
目して式をつくることができるようにすることが大切である。また、立式の
過程を振り返り、式の意味を説明できるようにすることも重要である。

　対話の流れに合った英文を、相手に伝わるように書くことについて、誤答
や無回答が多い。普段の授業から、コミュニケーションを行う目的・場面・
状況などを明確にするとともに、相手意識と伝え合う必然性がある言語活動
を設定することが大切である。また、語法や文構造等に関する誤りについて
は、機会を捉えて説明しなおし、自分が書いたものを修正させるなどの手立
てを通して、正確に書けるように指導することが重要である。
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４　まとめ
（１）成果

（２）課題

（３）今後の取組
ア　学力調査結果の効果的な活用

イ　「学力向上プラン」を軸としたCAPDサイクルの確立

国・県の学力調査で、自校の課題や学力の伸
びを分析する。

問題を解くために求められる力や学力の伸ば
した取組を把握する。

学力を伸ばす手立てを検討し、１０月から実
施するプランを作成する。

「学力向上プラン」に基づき、授業改善と学
力向上の取組を実施する。

　各校では、学力調査結果を基に、児童生徒一人一人の課題を的確に把握す
るとともに、児童生徒一人一人の実態に応じて、ＩＣＴ端末を効果的に活用
するなど、よりきめ細やかな指導が実施できるよう授業改善を行う。
　上尾市教育委員会では、学力調査結果から焦点化された課題について、具
体的かつ効果的な取組が行われるよう、「学力向上プラン」の内容について
精査する。さらに、学校訪問や研修会等を通じて、各校で作成された「学力
向上プラン」を踏まえ、教員一人一人が学習指導の工夫・改善を図ることが
できるように積極的な支援を行っていく。また、家庭に対して、学力調査結
果の活用方法や学習の仕方などの情報発信を行うなど、家庭と連携した取組
を推進していく。

　４月及び５月に実施される国や県の学力・学習状況調査と、１２月及び１
月に実施される上尾市の学力調査のそれぞれの結果に基づき、各校で作成さ
れている「学力向上プラン」の見直しを年２回行う。定期的に「学力向上プ
ラン」を見直すことで児童生徒の状況を的確に把握し、教育課程の編成や学
習指導の工夫、改善を行うなど、課題に対して早期に改善策を講じることが
できるようにする。

Act

Plan

Do

Check

Do

　小学校では、国語における漢字の読み書きや、算数における四則計算の技
能についての問題で正答率が高い。このことは、各校で作成されている「学
力向上プラン」において、学力向上のための授業改善策として、少人数指導
や習熟度別指導、学習の振り返りや習熟のための時間の確保など、継続的に
取り組んできた成果であると考える。
　本市では、市内全小・中学校にＡＬＴを配置し、外国語の授業の充実を
図っている。また、市内全中学校において、海外の中学校や高等学校とオン
ライン交流会を実施するなど、生徒が授業で学んだ英語を活用する機会を設
定している。中学校の英語で、第１、２学年ともに全国の平均正答率を上
回ったことは、これらの英語教育の充実に係る取組の成果であると考える。

　小・中学校ともに、各調査教科に共通して、根拠を基に自分の考えを説明
したり、既習の学習内容を関連付けながら解決したりする問題に誤答や無回
答が多い傾向にある。また、誤答の内容を分析すると、多岐にわたっている
ことから、児童生徒一人一人について、課題となっている学習内容の詳細を
把握するとともに、各自の理解度に合わせた学習を行うことが重要であると
考える。

Act

Plan

上尾市学力調査結果から、各学年の学習内容
の定着の様子や取組の成果を分析する。

各学年で取り組むべき課題を焦点化し、年度
内に手立てを講じる。

授業改善の視点や具体的な手立てを検討し、
4月から実施するプランを作成する。

「学力向上プラン」に基づき、授業改善と学
力向上の取組を実施する。

Check
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